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要約

　昨年度は，0歳から6歳の子どもをもつ父親に対して育児不安についての質問紙調査を実施した。その結果，育児困難感

タイプ1とIIとされる父親の育児不安心性が認められたことを報告した。育児困難感タイプ1は，育児への「自信のなさ・

心配・困惑・父親としての不適格感」と名づけられる育児不安心性で，育児困難感タイプHは，子どもへの「ネガティブ

な感情・攻撃・衝動性」と名づけられる育児不安心性である。今年度は，これらの育児不安心性の発生関連要因を明らか

にすることを主な目的として研究を行った。分析方法は，因子分析して得られた7つの因子のうち，育児困難感タイプ1

（第5因子）と育児困難感タイプH（第6因子）それぞれを従属変数とし，その他の6因子を独立変数として重回帰分析

を行った。その結果，育児困難感タイプ1とHは，相互に影響を与えあっていること，その他の影響する変数は，育児困

難感タイプ1とHに共通して「父親の不安・抑うつ状態」（第2因子）であることが明らかにされた。両者の相違点とし

ては，育児困難感タイプ1には，標準化係数は小さいものの「DimcultBaby」（第4因子）と「妻の不安・抑うつ状態」（第

1因子）の影響が若干認められたことにある。これらの結果から，父親の育児不安の発生関連要因が母親とは異なること

が予想されたが，今後母親の分析との比較検討が必要である。また，自由記述の分析を行った結果，父親は育児に関わる

時間が十分にもてず，そのため子どもがなつかず，子どもとよい関係がつくりにくいという現状やそのような社会状況に

対する不満や問題点を指摘する回答が多数みられた。次年度には，母親との比較検討を行い，父親の育児不安心性を規定

する要因をより明確にしたい。
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Abstract：In　the　last　yea鳥we　reporte（1that　fathers　have　the　fヒelings　of　di伍culty　with　ch且d－rea血g，and　fbund　two　t距es　of　the

（1imcultiesl野pe　I　and　H：．Type　l　indicate（1the　lack　ofconfi（1ence．an虹etヱembarrassm㎝ちand（1isqu駐1ifying　fbelings　as　a　fatheL

T》TeHsuggested　negative，aggressive，and㎞pulsive　fごe㎞gs　toward　child．The　pulpose　of　this　year　was　to　research　the　factors

related　the免ehngs　of　di伍culty　with　ch韮d－rea血g　by魚thers、Multiple　regression　analysis　has　been　done　where　the　d叩endent

variables　were　the　Type　I（Factor5）and　H（Factor6），and　the元n（1epen（1ent　vanables　were6factors　that　were　extracte（1by　factor

ξmalysis．The　results　suggeste（1that　T》pe　I　an（11【mutually　influ㎝ce　each　otheちan（1anotherrelated　factor　was‘‘fヒelings　ofan）dety

or（lepressive　state（Factor2）”that　also　rela』ted　to　both野pe　I　andH、The　dif驚r㎝lce　betw㏄n珈e　I　an（1H　was　fbund　that『Difficult

Baby（Factor4）”and“Wi驚）s驚elings　ofamdety　or　d叩ressive　state（Factor1）”shghtly　relatedto　Type　I　on1アThese　results　indicated

that　the　factors　related　the　fbelings　ofdifficulty　with　chi1（1－rea血g　by　fathers　were　dif驚rent　ffom　mothefs。According1第we　have　to

compare　f乞ther’s　factors　with　mothefs　ones　in　fht砿re　research．As　a　results　ofanalysis　offfee　answers，many　fathers　sai（111）they

（10n’thave　enough　time　fbr　theh』child，and　accor（1㎞gly　it　makes　chi1（1difficultto　attachhis！her　fatheち2）they　have　complaints　about

chi1（1－rea血1g　situation　in　the　society　In　the　next　yeaちwe　w皿examine　the　factors　related　the　fヒelings　of（1ifEculty　with　chi1（1－rea血g

by　fathersby　comparing　withmother驚one亀and　clarifythe　factorsthatmake　fathers　fヒel　difficultwith　child－rearhlg，

Keywords : Father, Mother, Child-rearing anxiety of father, Feelings of difficulty with child-rearing 
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1．研究目的

はじめに

　私たちのチーム研究では，「母親の育児不安研究」1～8）

を行い，育児不安心性とその発生関連要因を明らかにし，

乳幼児健診，育児相談等の臨床の場で母親の育児不安の

軽減に寄与してきた。

　次いで，心理臨床の観点から父親研究の必要性を認め，

　「父親・男性研究」9～14）を行った。父親が母親と共に育

児を行い、父親の役割を果たしていくことは，子どもや

母親にとって，また父親自身にも利益があることを確認

した。

　これら一連のチーム研究を通して，父親が育児により

関わっていくことは，上述のように利益がもたらされる

一方，父親にも育児不安が生じることが想定された。そ

こで，本研究のテーマである父親の育児不安に関する基

礎的研究を昨年度より立ちあげた。そして，第一報（研

究1）15）においては，父親にも2つの育児不安心性が認

められることを報告した。

　本年度は，これらの育児不安心性がどのような要因に

よって発生するのか，即ち発生関連要因を明らかにする

ことを主な研究目的として研究を行った。さらに，父親

の育児不安心性の特徴を捉えるために，質問紙の最後の

自由記述欄における父親，母親の回答を比較検討し，そ

の生きた声を基に質的分析を行った。

　なお，昨年度の研究1で得られた主たる研究知見は以

下の通りである。

1．単純集計から，父親は地域等の社会資源から孤立し

ていること，子どもの発達についての理解や認識不足が

あることや子どもの性格や行動についての心配をもって

いること，夫婦ともに心身状態がよくないことなどが指

摘できた。

2．各領域間の相関関係からは，領域1（育児）と領域IV

（自分の心身状態）の間に高い相関がみられ，父親の育児

不安が関与しているものと推測された。

3，因子分析からは，

　a）第1因子「妻の不安・抑うつ状態」・第2因子「父

親の不安・抑うつ状態」・第3因子「妻・母親・家庭機能

の問題」・第4因子「Difficult　Baby」・第5因子「育児

困難感タイプ1」（育児不安心性1）・第6因子「育児困

難感タイプH」（育児不安心性2）・第7因子「自分自身

の親子関係」の7つの因子が抽出された。（表3参照）

　b）第5因子「育児困難感タイプ1」（育児不安心性1）

と第6因子「育児困難感タイプH」（育児不安心性2）は，

その構成項目から育児不安心性を示すものと考えられた。

第5因子「育児困難感タイプ1」は，その構成項目から

育児への「自信のなさ・心配・困惑・父親としての不適

格感」，第6因子「育児困難感タイプH」は子どもへの「ネ

ガティブな感情・攻撃・衝動性」と名づけられる育児不

安心性が認められた。

　なお，因子分析は1回目に抽出した項目群で再分析を

行ったがほぽ同内容であり，内的整合性，因子間の関係も

ともに認められた。

　注目すべき知見は，この育児不安の基本構造は，われ

われが報告してきた母親の育児不安とほぼ同じであるこ

と，さらに，育児不安心性2にみられるように父親の育

児不安そのものが虐待へのハイリスク要因であると考え

られたことである。父親と母親の育児不安の基本構造が

同一であることは，親という基盤によるものと考えられ

るが，今後，今回の父親版と併せて収集した母親版の分

析を通して確認したい。その比較検討から父親独自の育

児不安心性を見出すことができるかが今後の研究課題と

いえる。

H．研究方法

1．調査方法

　研究1ですでに報告したが，父親と母親の育児不安と

その発生関連要因についての項目からなる質問紙を作成

し、調査を実施した。項目の作成にっいては、次項に述

べる。質問紙は，父親版と母親版を作成した。父親版と

母親版の両方を作成した理由は目的でも述べたが，夫婦

に実施することにより両親（夫婦）間の比較検討ができ

ること，及びそれぞれの育児不安心性とその発生関連要

因の分析が可能になると考えられる。

2．質問紙の作成

　「母親の育児不安研究」を通して，目本子ども家庭総

合研究所・愛育相談所編著　母親用育児不安評定尺度「子

ども総研式・育児支援質問紙」（0～11ヶ月，1歳児用，2

歳児用，3～6歳児用）を作成し，頒布している。ここで

用いられた項目を中心に，さらに，これまでの「父親・

男性研究」で使用したSCT項目，そしてそれへの回答を

参考にして，質問項目を作成した。（質問票は本研究1（川

井ほか，P284－290，2008）を参照のこと）

　との質問紙は，領域1：育児に関する22項目，領域H：

妻に関する18項目，領域皿：家族に関する15項目，領

域IV：父親自身の心身状態に関する28項目，領域V：妻

の心身状態に関する25項目，領域VI：乳児期に関する8

項目，領域W＝⑤0歳児の心身状態に関する12項目，⑤

1歳児の心身状態に関する16項目，（∂2歳児の心身状態

に関する21項目，⑥3から6歳児の心身状態に関する

25項目，から成る。

3．調査対象者とその属性

　対象地域は，東京都，埼玉県，大阪府，京都府などで

ある。配布は乳幼児健診，保育園，幼稚園，子育てサー

クルなどを中心にその他，われわれ研究メンバーの関係

施設等から回収した。夫婦にはそれぞれ個別に回答する

ように求め，それぞれ別の封筒に絨封してそれをさらに
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一つの封筒に入れて，施設を通して，または希望により

郵送により回収した。なお，分析は両親のデータがそろ

っているものを主たる資料とした。配布数は3845件，内

両親のペアがそろっているもの1936件（回収率50，4％）

であった。有効回答数には含めていないがそれほど多く

ない単親家庭データがあり，有用な情報が得られること

が期待できるので，別途，次年度以降に分析する予定で

ある。

　育児困難感タイプ1を従属変数とした場合（表1）

　モデル5の場合（調整済みr2－0，460），標準化係数（ベ

ータ）から第6因子「育児困難感タイプII」（，360）がも

っとも大きく，ついで，第2因子「父親の不安・抑うつ

状態」（．286）であった。さらに，影響はかなり小さいが

第3因子「妻・母性・家庭機能の問題」（0。097），第4

因子「Difficult　Baby」（0．093），第1因子「妻の不安・

抑うつ状態」（0．074）であった。

4．分析方法

　1）重回帰分析

　従属変数として，1．第5因子r育児困難感タイプ1」，

2，第6因子「育児困難感タイプH」をそれぞれとりあ

げ，独立（説明）変数としてはそれぞれ残りの6因子で

ある。手法は変数増減法である。

　なお，昨年度の因子分析の結果得られた因子に基づき

分析するものであり，父親版のみの分析である。（各因子

を構成する項目は表3を参照）

　2）自由記述の分析

　質問紙の最後の自由記述欄（最後に子育てや家庭のこ

となど，父（母）親として，男（女）として，夫（妻）

として目頃，思うこと，感じること，悩むことなどがあ

ればご自由にお書きください）の内容から，これまでの

質問の集約としてどのようなことが書かれているかの内

容の分析をとおして，父親，母親の比較等を行った。

　父親版，母親版の両方が分析の対象となるが，回答が

あったもののみを抽出して回答の特徴を読みとることと

した。（表4にペアで回答があったものの中からごく一部

を無作為に回答例として掲載した。）

5．倫理的配慮

　本調査の実施に当たり，各地域の小児科，幼稚園，保

育所，子育てグループの責任者，及び調査対象である父

親，母親に対し本研究の目的，研究方法の他，無記名回

答であること，回答拒否が自由であること，個人情報保

護のための配慮がなされること，回答をもって本研究に

同意したことになること，本研究の目的以外にデータを

使用しないことなどを依頼文書及び質問調査票に明記し

た。

　また，研究計画の段階で，目本子ども家庭総合研究所・

研究倫理委員会に審査を求め承認を得た。

皿．結果及び考察

1．育児困難感に影響する要因一重回帰分析

　育児困難感（タイプ1とHそれぞれ）を従属変数とし，

他の6っの因子を独立変数として，どういう因子がより

困難感に影響を与えているかを重回帰分析により検討し

た。

　1）育児困難感タイプ1

　2）育児困難感タイプH

　育児困難感タイプHを従属変数とした場合（表2）

　モデル3の場合（調整済みr2－0．349），標準化係数（ベ

ータ）から第5因子r育児困難感タイプ1（．442）がも

っとも大きく，ついで第2因子「父親の不安・抑うつ状

態」（，168）であった。さらに，影響はかなり小さいが第

3因子r妻・母性・家庭機能の問題」（0．070）であった。

　育児困難感タイプ1，IIはその心性は異にしていても

どこかで深く結び付いてそれぞれに相互に影響を与えて

いると思われる。

　そのほかの影響する変数は，タイプ1とnに共通して

第2因子「父親の不安・抑うつ状態」であり，この点は

注目に値する。第5因子r育児困難感タイプ1」は，そ

の構成項目から育児への「自信のなさ・心配・困惑・父

親としての不適格感」を，第6因子「育児困難感タイプ

H」は子どもへの「ネガティブな感情・攻撃・衝動性」

を示しているものであるが，父親の精神状態の問題との

関連から生じている可能性を示唆し，父親の育児不安の

特徴の一面を示したものと考えられる。父親が育児に対

して困難感をもつ場合，その支援の中心に「父親の不安・

抑うつ」という精神状態への着目や対応が重要であるこ

とを示唆している。

　育児困難感タイプ1には，タイプHと共通してみられ

た第3因子「妻・母性・家庭機能の問題」に加えて，標

準化係数は小さいものの第4因子「Difficult　Baby」と

第1因子r妻の不安・抑うつ状態」の影響性がみとめら

れた。このことは，育児困難感タイプ1とタイプHの性

質の違いを示すものとして捉えられ，この点も今後さら

に検討を加えたい。

　また，母親の育児不安研究では，子どもの年齢が0歳

の場合には，育児困難感タイプ1のみがみられ，1歳，2

歳，3～6歳の場合にタイプ1とHがみられた。父親にも

子どもの年齢による違いが認められるかどうかについて

も今後の検討課題である。

　2．質問紙の自由記述の分析から

　アンケートや質問紙などでは最後に自由記述欄を設け

ることが多く，本研究の質問紙も同様に自由記述を求め

た。そして，多くはこの部分の分析はおざなりにされて

いることが一般的である。それは，数量化しにくいこと，
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まとめるのに多大な時間や労力を要することにある。わ

れわれはSCT法を用いた父親研究において，質的な解析

のために，すべての回答を入力し，分析した経験を有す

ることから，その生きた声の質的分析を行った。

　回答率をみると，父親は19．5％，5分の1弱に回答が

あり予想外に多かった。母親は11．6％にとどまったこと

を考えれば，父親たちの意識の高さによるところと考え

る。過去の経験に照らして母親よりも父親の方の回答率

が高かったことも珍しいことである。以下のまとめでは，

回答の頻度の多寡ではなく，また，表4の回答例示にこ

だわらず，重要と思われる回答について述べる。

　1）父親版

・育児に関わりたいが時間がない。そのため，妻に負担

　をかけている。

・子どもが（あまり）なっかない。

・子育ては妻に任せきりになっている。（→申し訳ないと

　思う。できるだけ協力したい。等々）

・妻はよくやってくれている。

・アンケートヘの意見として，父親や母親，夫や妻とい

　った従来の役割観からの調査への疑義が寄せられた。

　育児に関わりたいが時間がないので妻に負担をかけて

いる，など父親として家族，とりわけ妻に向けられたも

のが多い。子どもに関しては，自分との関係のあり方，

また，今の社会が子どもにとってどうかという社会的な

視点からの意見，さらに，仕事との関係からみた家族と

の関わりの問題，そして父親としての自分自身のありよ

うといったことが主な回答であった。

　2）母親版

　父親と同様な意見が母親からも数多く寄せられている。

・母親にだけ育児支援をしても夫が育児に参加できなけ

　れば妻の負担が増えるので，父親が育児に関われるよ

　う行政，会社等に考えてもらいたい。

・経済的な余裕があれば，子どもをもっともちたい。

・こんな私が子育てをしていいのだろうか（子育てへの

　自信のなさ）。

・子どもに対してイライラしてしまうことがある。

・夫が女としてみてくれない。

・子育てで忙しく夫のことがあまりできない。

・しつけについて，どう対応したらいいか悩む。

　母親はその多くが家族との関係，とりわけ，夫との関

係，その役割，夫と子どもとの関係など，自分と子ども

など家族の視点からの意見が多い。さらに，子育てをす

るという点からの社会への要望，女としての自己のあり

よう，時問のなさから自分が解放されたいといった自己

を中心に視点を据えた回答が得られた。

　3）両者の共通点

・育児に参加したくても仕事が遅くまであり子どもにか

　かわれない。父親がかかわれるように，社会の体制が

　かわればいいが。職場の理解がほしい。

・男性も育児休暇がとれる環境になってほしい。それが

　当たり前の社会になってほしい。

・男（女）として，父親（母親）として，夫（妻）とし

　て，ではなく人として，人間として考えたい。また，

　そういう質問の仕方についての疑問や反論。

・経済的な不安（かなり多い意見）

・社会状況に対する不安，将来への不安

・子どもが手のかかる小さい頃まで（幼児期）は，父親

　も育児ができるように，残業などのないようにできた

　らよい。

・夫婦生活がない。

・育児に対する意見が合わない。

　夫婦におもに共通するのは現在の社会，とりわけ育児

を支援する仕組み，それと関連する職場の問題，経済的

なことなどであり，社会の状況に影響された視点が多い

といえる。

　夫婦の相違は，1）2）でも述べたように，妻は自己

を視点の中心に据えていることが多く，夫は自己を含め

た社会的な視点を中心におく傾向がある。また，夫婦ペ

アで見ていくと視点の違いはともあれ，家族のあり方の

評価が異なる点にある。つまり，ポジティブに見ている

夫と，ネガティブに見ている妻というペアが比較的みら

れた。今後，これらの自由記述と質問項目との関係を検

討したい。

3．まとめ

　1）育児困難感（タイプ1とHそれぞれ）を従属変数と

し，他の6つの因子を独立変数として，いかなる因子が

育児困難感に影響を与えているかを重回帰分析により分

析した。

　その結果，育児困難感タイプ1，Hそれぞれは相互に

影響を与えあっており，その他の影響する変数はタイプ

1とHに共通して第2因子「父親の不安・抑うつ状態」

であった。両者の相違点としては，育児困難感タイプ1

には，標準化係数は小さいものの第4因子「Difficult

Baby」と第1因子「妻の不安・抑うつ状態」の影響が若

干認められたことにある。

　この結果から父親の育児不安の発生関連要因が母

親とは異なることが予想され，今後の母親の分析など

との比較検討が必要である。

　2）自由記述の分析からは，

　父親は，育児に関わる時問が十分にもてず，そのため

子どもがなつかず，子どもとよい関係がつくりにくいと

いう現状やそのような社会状況に対する不満や問題点を

指摘する回答が多数みられた。

　これらのことを踏まえて，母親とともに父親も育児に

関わることが推奨される今目においては，単に育児参加

を呼びかけるのではなく，次の点に対する対応や課題が

明らかにされた。
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①父親の育児不安の軽減

②そのためには父親の抑うつなどの心身状態への対応の

　必要性

③子どもの発達についての理解や認識不足があること，

　子どもの性格や行動についての心配を有していること

　に対して，父親が育児相談の場に積極的に参加し易く

　するとともにその啓発活動の必要性

④父親向けの子育てに関する地域資源のあり方やその活

　用の仕方についての検討

　次年度には，父親の育児不安心性を規定する要因をよ

り明確にしたい。さらに，次年度以降，母親版の因子分

析等を行い，次々年度以降の完成版の作成を目指したい。

謝辞　本研究をすすめるに当たりご協力いただいた各

地域の小児科，保育園，幼稚園の先生方，子育てサーク

ルのリーダーの方々，そして，お父さん，お母さんたち

に深く謝意を表したい。
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